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(57)【要約】
【課題】時刻情報を効率的に伝送する。
【解決手段】送信装置は、時刻情報記述子をプリアンブ
ルに含む物理層フレームを生成して送信する。受信装置
は、物理層フレームを受信し、時刻情報記述子に含まれ
る時刻情報を用いて、処理を行う。時刻情報記述子は、
プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームの
ストリームにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の
有無を表す時刻情報フラグを含む。時刻情報フラグが、
時刻情報があることを表す場合、時刻情報記述子は、時
刻情報を、さらに含む。本技術は、例えば、IPパケット
等の放送に適用することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを生成する生成部と、
　前記物理層フレームを送信する送信部と
　を備える送信装置。
【請求項２】
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報を圧縮した圧縮時刻情報を含む
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　前記時刻情報の1ビット以上の下位ビットを削除することにより、前記時刻情報を、前
記圧縮時刻情報に圧縮する
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記時刻情報の1ビット以上の、値が0の上位ビットを削除することにより、前記時刻情
報を、前記圧縮時刻情報に圧縮する
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項５】
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報の圧縮モードをさらに含む
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項６】
　前記プリアンブルは、第１プリアンブルと、前記第１プリアンブルに続く第２プリアン
ブルとを有し、
　前記時刻情報記述子は、前記第２プリアンブルに含まれ、
　前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報は、前記第２プリアンブルの先頭の位置の時刻
を表す
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項７】
　前記時刻情報は、
　NTP(Network Time Protocol)で規定される時刻の情報、
　3GPP(Third Generation Partnership Project)で規定される時刻の情報、
　又は、PTP(Precise Time Protocol)で規定される時刻の情報である
　請求項２に記載の送信装置。
【請求項８】
　前記PTPで規定される時刻の情報を構成する48ビットの秒フィールド、及び、32ビット
のナノ秒フィールドのうちの前記秒フィールドの1ビット以上の上位ビットを削除すると
ともに、前記ナノ秒フィールドの1ビット以上の下位ビットを削除することにより、前記
時刻情報を、前記圧縮時刻情報に圧縮する
　請求項７に記載の送信装置。
【請求項９】
　前記ナノ秒フィールドの上位2ビットを、さらに削除することにより、前記時刻情報を
、前記圧縮時刻情報に圧縮する
　請求項８に記載の送信装置。
【請求項１０】
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
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らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを生成することと、
　前記物理層フレームを送信することと
　を含む送信方法。
【請求項１１】
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを受信する受信部と、
　前記物理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報
を用いて、処理を行う処理部と
　を備える受信装置。
【請求項１２】
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報を圧縮した圧縮時刻情報を含む
　請求項１１に記載の受信装置。
【請求項１３】
　前記圧縮時刻情報は、前記時刻情報の1ビット以上の下位ビットを削除することにより
圧縮されている
　請求項１２に記載の受信装置。
【請求項１４】
　前記圧縮時刻情報は、前記時刻情報の1ビット以上の、値が0の上位ビットを削除するこ
とにより圧縮されている
　請求項１２に記載の受信装置。
【請求項１５】
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報の圧縮モードをさらに含む
　請求項１２に記載の受信装置。
【請求項１６】
　前記プリアンブルは、第１プリアンブルと、前記第１プリアンブルに続く第２プリアン
ブルとを有し、
　前記時刻情報記述子は、前記第２プリアンブルに含まれ、
　前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報は、前記第２プリアンブルの先頭の位置の時刻
を表す
　請求項１１に記載の受信装置。
【請求項１７】
　前記時刻情報は、
　NTP(Network Time Protocol)で規定される時刻の情報、
　3GPP(Third Generation Partnership Project)で規定される時刻の情報、
　又は、PTP(Precise Time Protocol)で規定される時刻の情報である
　請求項１２に記載の受信装置。
【請求項１８】
　前記圧縮時刻情報は、前記PTPで規定される時刻の情報を構成する48ビットの秒フィー
ルド、及び、32ビットのナノ秒フィールドのうちの前記秒フィールドの1ビット以上の上
位ビットを削除するとともに、前記ナノ秒フィールドの1ビット以上の下位ビットを削除
することにより圧縮されている
　請求項１７に記載の受信装置。
【請求項１９】
　前記圧縮時刻情報は、前記ナノ秒フィールドの上位2ビットを、さらに削除することに
より圧縮されている
　請求項１８に記載の受信装置。



(4) JP 2016-225906 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

【請求項２０】
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを受信することと、
　前記物理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報
を用いて、処理を行うことと
　を含む受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、送信装置、送信方法、受信装置、及び、受信方法に関し、特に、時刻情報を
効率的に伝送することができるようにする送信装置、送信方法、受信装置、及び、受信方
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、次世代地上放送規格の１つであるATSC（Advanced Television Systems Commit
tee）3.0では、データ伝送に、主として、TS（Transport Stream）パケットではなく、UD
P/IP、すなわち、UDP（User Datagram Protocol）パケットを含むIP（Internet Protocol
）パケットを用いることが決定されている。ATSC3.0以外の放送方式でも、将来的に、IP
パケットを用いることが期待されている。
【０００３】
　なお、TSを放送する場合には、送信側と受信側とで同期をとるための時刻情報として、
PCR(Program Clock Reference)が伝送される（例えば、非特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】「ARIB STD-B44　2.0版」、一般社団法人 電波産業会
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ATSC3.0等の放送方式において、送信側と受信側とで同期をとるための時刻情報を伝送
する場合には、その時刻情報の伝送を効率的に行うことが要請される。
【０００６】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、時刻情報を効率的に伝送する
ことができるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本技術の送信装置は、プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリー
ムにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、前記時
刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さらに含む時
刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを生成する生成部と、前記
物理層フレームを送信する送信部とを備える送信装置である。
【０００８】
　本技術の送信方法は、プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリー
ムにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、前記時
刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さらに含む時
刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを生成することと、前記物
理層フレームを送信することとを含む送信方法である。



(5) JP 2016-225906 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

【０００９】
　本技術の送信装置及び送信方法においては、プリアンブルとペイロードとを有する物理
層フレームのストリームにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報
フラグを含み、前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻
情報を、さらに含む時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームが生
成され、前記物理層フレームが送信される。
【００１０】
　本技術の受信装置は、プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリー
ムにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、前記時
刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さらに含む時
刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを受信する受信部と、前記
物理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報を用い
て、処理を行う処理部とを備える受信装置である。
【００１１】
　本技術の受信方法は、プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリー
ムにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、前記時
刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さらに含む時
刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを受信することと、前記物
理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報を用いて
、処理を行うこととを含む受信方法である。
【００１２】
　本技術の受信装置及び受信方法においては、プリアンブルとペイロードとを有する物理
層フレームのストリームにおける所定の位置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報
フラグを含み、前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻
情報を、さらに含む時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームが受
信され、前記物理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時
刻情報を用いて、処理が行われる。
【００１３】
　なお、送信装置や受信装置は、独立した装置であっても良いし、１つの装置を構成して
いる内部ブロックであっても良い。
【発明の効果】
【００１４】
　本技術によれば、時刻情報を効率的に伝送することができる。
【００１５】
　なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載され
たいずれかの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本技術を適用した伝送システムの一実施の形態の構成例を示すブロック図である
。
【図２】伝送システムで行われる放送のプロトコルスタックの例を示す図である。
【図３】時刻情報を説明する図である。
【図４】NTPパケットのフォーマットを示す図である。
【図５】時刻情報の配置位置の例を説明する図である。
【図６】時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭に配置する場合の第１の配置例
を説明する図である。
【図７】Genericパケットのタイプ情報を説明する図である。
【図８】時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭に配置する場合の第２の配置例
を説明する図である。
【図９】時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭に配置する場合の第３の配置例
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を説明する図である。
【図１０】拡張タイプ情報(EXT_TYPE)を説明する図である。
【図１１】送信装置１０の構成例を示すブロック図である。
【図１２】送信装置１０が行う送信処理の例を説明するフローチャートである。
【図１３】受信装置２０の構成例を示すブロック図である。
【図１４】受信装置２０が行う受信処理を説明するフローチャートである。
【図１５】時刻情報として用いることができるPTPで規定される時刻の情報を説明する図
である。
【図１６】PTPの伝送頻度を低下させる方法の例を説明する図である。
【図１７】PTPを圧縮する方法の例を説明する図である。
【図１８】PTPを圧縮する圧縮モードの例を示す図である。
【図１９】時刻情報記述子のシンタクスの第１の例を示す図である。
【図２０】時刻情報記述子のシンタクスの第２の例を示す図である。
【図２１】DVB-T.2の物理層フレームであるT2フレーム(T2frame)の構成を示す図である。
【図２２】本技術を適用したコンピュータの一実施の形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　＜本技術を適用した伝送システムの一実施の形態＞
【００１８】
　図１は、本技術を適用した伝送システムの一実施の形態の構成例を示すブロック図であ
る。
【００１９】
　図１において、伝送システムは、送信装置１０と受信装置２０から構成される。
【００２０】
　送信装置１０は、例えば、番組等のサービスの送信を行う。すなわち、送信装置１０は
、例えば、番組（テレビジョン放送番組）等のサービスを構成するコンポーネントとして
の画像や音声のデータ等の送信の対象である対象データのストリームを、ディジタル放送
信号として、伝送路３０を介して送信（伝送）する。
【００２１】
　受信装置２０は、送信装置１０から伝送路３０を介して送信されてくるディジタル放送
信号を受信し、元のストリームに復元して出力する。例えば、受信装置２０は、番組等の
サービスを構成するコンポーネントとしての画像や音声のデータを出力する。
【００２２】
　なお、図１の伝送システムは、ATSC（Advanced Television Systems Committee standa
rds）や、DVB（Digital Video Broadcasting），ISDB（Integrated Services Digital Br
oadcasting）等に準拠したデータ伝送、その他のデータ伝送に適用することができる。ま
た、伝送路３０としては、地上波や、衛星回線、ケーブルテレビジョン網（有線回線）等
を採用することができる。
【００２３】
　＜プロトコルスタック＞
【００２４】
　図２は、図１の伝送システムで行われる放送のプロトコルスタックの例を示す図である
。
【００２５】
　すなわち、図２は、図１の伝送システムにおいて扱われるデータ（パケット及びフレー
ム）のデータ構造を示している。
【００２６】
　伝送システムでは、OSI(Open Systems Interconnection)参照モデルの第１層（物理層
）L1、第２層（データリンク層）L2、及び、第３層（ネットワーク層）L3のデータが扱わ
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れる。
【００２７】
　図２において、IPパケット(IP Packet)は、第３層L3のデータであり、Genericパケット
(Generic Packet)は、第２層L2のデータである。BBフレーム(Baseband Frame)、FECフレ
ーム(FEC Frame)、及び、物理層フレーム(Physical Frame)は、第１層L1のデータである
。
【００２８】
　図１の伝送システムでは、データ放送が、IPパケットを用いて行われる。
【００２９】
　IPパケットは、IPヘッダ（IP Header）とデータ（Data）とから構成される。IPパケッ
トのデータには、画像や音声等のデータが配置される。
【００３０】
　送信装置１０では、IPパケットから、Genericパケットが構成（生成）される。
【００３１】
　Genericパケットは、Genericヘッダ（Generic Header）とペイロード（Payload）とか
ら構成される。Genericパケットのペイロードには、１又は複数のIPパケットが配置され
る。
【００３２】
　送信装置１０では、Genericパケットから、BBフレームが構成される。
【００３３】
　BBフレームは、BBヘッダ（Baseband Frame Header）とペイロード（Payload）とから構
成される。BBフレームのペイロードには、１又は複数のGenericパケットが配置される。
【００３４】
　送信装置１０では、１又は複数のBBフレームの単位で、BBフレームが必要に応じてスク
ランブルされ、そのBBフレームに、物理層のエラー訂正用のパリティ（Parity）が付加さ
れることで、FECフレームが構成される。
【００３５】
　さらに、送信装置１０では、１又は複数のFECフレームの単位で、FECフレームに対して
、ビットインターリーブや、コンスタレーション上の信号点へのマッピング、時間方向や
周波数方向へのインターリーブ等の物理層の処理が必要に応じて行われる。そして、送信
装置１０では、物理層の処理後のFECフレームに、プリアンブルが付加され、物理層フレ
ームが構成される。
【００３６】
　すなわち、物理層フレームは、プリアンブル(BS, Preamble)とペイロード(Payload)と
から構成される。物理層フレームのペイロードには、FECフレームが配置される。
【００３７】
　図２では、物理層フレームは、例えば、ATSC3.0のATSCフレームと同様に、プリアンブ
ルとして、"BS(BootStrap)"と"Preamble"とを有する。
【００３８】
　ここで、"BS"を、第１プリアンブルBSともいうこととするとともに、"Preamble"を、第
２プリアンブルPreambleともいうこととする。
【００３９】
　第１プリアンブルBSは、例えば、DVB-T.2のT2フレームを構成するP1シンボルに対応し
、第２プリアンブルPreambleは、例えば、T2フレームを構成するP2シンボルに対応する。
【００４０】
　また、物理層フレームのペイロードは、例えば、例えば、T2フレームを構成するデータ
シンボルに対応する。
【００４１】
　DVB-T2やATSC3.0で用いられる物理層フレーム構造は、例えば、100msないし200ms以上
程度の長さで構成される。物理層フレームについては、プリアンブルを処理した後に、そ
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の後のペイロードを処理することが可能となる。
【００４２】
　すなわち、受信装置２０は、物理層フレームを受信し、その物理層フレームのプリアン
ブルを復調する。さらに、受信装置２０は、物理層フレームのプリアンブルを用いて、そ
の物理層フレームのペイロードを処理し、物理層フレームから、FECフレーム、BBフレー
ム、Genericパケット、及び、IPパケットを、その順で復元する。
【００４３】
　なお、物理層フレームのペイロードの処理には、その物理層フレームのプリアンブルが
必要となる。そのため、受信装置２０において、物理層フレームの途中から受信が開始さ
れた場合には、受信の開始後、次にプリアンブルが出現するまでの間に受信されたデータ
は破棄される。
【００４４】
　＜時刻情報＞
【００４５】
　図３は、時刻情報を説明する図である。
【００４６】
　図１の伝送システムでは、図２で説明したように、送信装置１０において、IPパケット
から、物理層フレームが構成され、その物理層フレームのストリームが、受信装置２０に
送信される。
【００４７】
　IPパケットでは、TSのPCRのような時刻情報が送信されない。そのため、送信装置１０
と受信装置２０との間で同期をとるには、時刻情報を、物理層フレームのストリームに含
めることが望ましい。
【００４８】
　そこで、送信装置１０は、物理層フレームのストリームに、時刻情報を含めることがで
きる。
【００４９】
　時刻情報は、図３に示すように、物理層フレームのプリアンブルに含めることができる
。
【００５０】
　ここで、物理層フレームのプリアンブルのうちの第１プリアンブルBSとしては、例えば
、ATSC3.0では、30ないし40ビット程度が想定されている。したがって、第１プリアンブ
ルBSは、時刻情報を含めるために十分なビット数でないことがある。
【００５１】
　そこで、時刻情報は、物理層フレームのプリアンブルのうちの第２プリアンブルPreamb
leに含めることができる。
【００５２】
　時刻情報は、物理層フレームのストリームにおける所定の位置の絶対的な時刻を表す。
ストリームにおける所定の位置の時刻とは、所定の位置のビットが、送信装置１０で処理
されている最中の所定のタイミングの時刻である。所定の位置のビットが送信装置１０で
処理されている最中の所定のタイミングの時刻としては、例えば、送信装置１０のあるブ
ロックから、所定の位置のビットが出力されたときのタイミングの時刻や、送信装置１０
のあるブロックで、所定の位置のビットの処理が行われたタイミングの時刻等がある。
【００５３】
　ここで、時刻情報が時刻を表す物理層フレームのストリームにおける所定の位置を、時
刻位置ということとする。
【００５４】
　時刻位置としては、例えば、時刻情報が含まれるプリアンブルを有する物理層フレーム
の先頭の位置（第１プリアンブルBSの先頭の位置）を採用することができる。
【００５５】
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　また、時刻位置としては、例えば、時刻情報が含まれるプリアンブルを有する物理層フ
レームの第１プリアンブルBSと第２プリアンブルPreambleとの境界の位置（第１プリアン
ブルBSの最後の位置）（第２プリアンブルPreambleの先頭の位置）を採用することができ
る。
【００５６】
　さらに、時刻位置としては、例えば、時刻情報が含まれるプリアンブルを有する物理層
フレームの第２プリアンブルPreambleの最後の位置を採用することができる。
【００５７】
　その他、時刻位置としては、物理層フレームの任意の位置を採用することができる。
【００５８】
　なお、物理層フレームにおいて、第１プリアンブルBSのサンプリング周波数と、第２プ
リアンブルPreamble以降のサンプリング周波数とは、異なることがあり得る。第１プリア
ンブルBSのサンプリング周波数と、第２プリアンブルPreamble以降のサンプリング周波数
とが異なる場合、第１プリアンブルBSと、第２プリアンブルPreamble以降とでは、時刻の
カウントの仕方が異なる。このため、時刻位置として、第１プリアンブルBSの先頭の位置
を採用した場合、その時刻位置を基準とした時刻のカウントについては、第１プリアンブ
ルBSと、第２プリアンブルPreamble以降とで、カウントの仕方を変更する必要があること
がある。一方、時刻位置として、第２プリアンブルPreambleの先頭の位置を採用した場合
、その時刻位置を基準とした時刻のカウント、すなわち、第２プリアンブルPreamble以降
の時刻のカウントについては、そのカウントの仕方を変更する必要はない。
【００５９】
　そこで、図３では、時刻位置として、時刻情報が含まれるプリアンブルを有する物理層
フレームの第２プリアンブルPreambleの先頭の位置（第１プリアンブルBSと第２プリアン
ブルPreambleとの境界の位置）が採用されている。
【００６０】
　プリアンブル（第１プリアンブルBS、第２プリアンブルPreamble）は、各物理層フレー
ムの決まった位置、すなわち、例えば、先頭に存在し、物理層フレームを処理するにあた
って、必ず、最初に処理される。したがって、受信装置２０では、プリアンブルに含まれ
る時刻情報を、容易に取得して処理することができる。
【００６１】
　また、プリアンブルは、比較的ロバストに伝送されるので、そのようなプリアンブルに
含まれる時刻情報も比較的ロバストに伝送することができる。
【００６２】
　ここで、時刻情報としては、例えば、NTP(Network Time Protocol)で規定されている時
刻の情報や、3GPP(Third Generation Partnership Project)で規定されている時刻の情報
、PTP(Precise Time Protocol)で規定される時刻の情報、GPS(Global Positioning Syste
m)情報に含まれる時刻の情報、その他独自に決定された形式の時刻の情報等の任意の時刻
の情報を採用することができる。
【００６３】
　図４は、NTPパケットのフォーマットを示す図である。
【００６４】
　2ビットのLI(Leap Indicator)は、現在月の最後の１分に、うるう秒を挿入又は削除す
ることを示す。3ビットのVN(Version Number)は、NTPのバージョンを示す。3ビットのMod
eは、NTPの動作モードを示す。
【００６５】
　8ビットのStratumは、階層を示し、8ビットのPollは、ポーリング間隔として、連続す
るNTPメッセージの間隔（秒単位）を示す。8ビットのPrecisionは、システムクロックの
精度（秒単位）を示す。
【００６６】
　Root Delayは、ルート遅延として、参照時刻までの往復の遅延をNTP短形式で示す。Roo
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t Dispersionは、参照時刻までの合計遅延の分散をNTP短形式で示す。Reference IDは、
参照時刻を表す識別子を示す。放送システムでは、Reference IDには、NULLを示す"0000"
を格納することができる。
【００６７】
　Reference Timestampは、参照タイムスタンプとして、システム時刻が最後に補正され
た時刻をNTP長形式で示す。Origin Timestampは、開始タイムスタンプとして、クライア
ントからサーバへリクエスト送出したクライアントの時刻をNTP長形式で示す。放送シス
テムでは、Origin Timestampには、"0"を格納することができる。
【００６８】
　Receive Timestampは、受信タイムスタンプとして、クライアントからのリクエストを
受信したサーバの時刻をNTP長形式で示す。放送システムでは、Receive Timestampには、
"0"を格納する。Transmit Timestampは、送信タイムスタンプとして、クライアントへの
応答を送出したサーバの時刻をNTP長形式で示す。
【００６９】
　その他、NTPパケットは、拡張用のフィールドであるExtension Field 1や、Extension 
Field 2、さらには、Key Identifierやdgst（メッセージダイジェスト）を、必要に応じ
て有する。
【００７０】
　時刻情報としては、NTPパケットのReference Timestamp等のタイムスタンプと同様の形
式で表される64ビットの時刻の情報を採用することができる。
【００７１】
　ここで、NTPパケットのタイムスタンプの64ビットの時刻については、リープ秒に起因
して、時刻が不連続になる問題があるが、物理層フレームに含める時刻情報としては、十
分な粒度がある。
【００７２】
　また、時刻情報としては、NTPパケットのタイムスタンプの他、3GPPで規定されている
時刻の情報、すなわち、例えば、3GPP TS 36 331において規定されている時刻の情報であ
るtimeInfo-r11を採用することができる。
【００７３】
　timeInfo-r11は、39ビットのtimeInfoUTC-r11、2ビットのdayLightSavingTime-r11、8
ビットのleapSeconds-r11、及び、7ビットのlocalTimeOffset-r11の56ビットで構成され
る。timeInfo-r11については、物理層フレームに含める時刻情報としては、粒度がやや不
足気味ではあるが、リープ秒の問題は発生しない。
【００７４】
　その他、時刻情報としては、PTPで規定される時刻の情報、すなわち、PTPパケットにつ
いて、IEEE1588で規定されている時刻を表す80ビットを採用することができる。PTPパケ
ットの時刻を表す80ビットについては、その80ビットのうちの48ビットが、秒単位の時刻
を表し、残りの32ビットがナノ秒単位の時刻を表す。したがって、PTPで規定される時刻
の情報は、物理層フレームに含める時刻情報としては、十分な粒度があり、正確な時刻を
表すことができる。時刻情報は、受信装置２０で正確な時刻を再生する観点から、より正
確な時刻を表すことが望ましく、PTPで規定される時刻の情報を、物理層フレームに含め
る時刻情報として採用した場合には、正確な時刻情報を伝送し、受信装置２０で正確な時
刻を再生することができる。さらに、PTPで規定される時刻の情報については、リープ秒
の問題は発生しない。
【００７５】
　＜時刻情報の配置位置＞
【００７６】
　図５は、時刻情報の配置位置の例を説明する図である。
【００７７】
　図３では、時刻情報を、物理層フレームのプリアンブルに配置する（含める）こととし
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たが、時刻情報は、物理層フレームのプリアンブルの他、例えば、物理層フレームのペイ
ロードに配置することができる。
【００７８】
　図５では、時刻情報が、物理層フレームのペイロードの先頭部分に配置されている。
【００７９】
　時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭部分に配置する場合には、受信装置２
０では、物理層フレームのプリアンブル（第１プリアンブルBS、第２プリアンブルPreamb
le）の処理後に、ペイロードの先頭に配置された時刻情報を取得することができる。
【００８０】
　＜時刻情報をペイロードに配置する場合の第１の配置例＞
【００８１】
　図６は、時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭に配置する場合の第１の配置
例を説明する図である。
【００８２】
　第１の配置例では、時刻情報は、物理層フレームのペイロードの先頭としての、物理層
フレームのペイロードの先頭のBBフレームの先頭のGenericパケットのペイロードに配置
される。
【００８３】
　図６は、Genericパケットの構成例を示している。
【００８４】
　図６のGenericパケットにおいて、Genericヘッダの先頭には、3ビットのタイプ情報（T
ype）が設定される。このタイプ情報には、Genericパケットのペイロードに配置されるデ
ータのタイプに関する情報が設定される。
【００８５】
　Genericパケットのペイロードに、時刻情報、その他、シグナリングのためのシグナリ
ング情報が配置される場合、Genericヘッダのタイプ情報には、例えば、"100"が設定され
る。また、Genericヘッダにおいて、"100"が設定されたタイプ情報の次は、1ビットのリ
ザーブド領域（Res：Reserved）とされ、その次に、1ビットのヘッダモード（HM：Header
 Mode）が配置される。
【００８６】
　ヘッダモードとして、"0"が設定された場合、それに続いて、11ビットのレングス情報
（Length（LSB））が配置される。このレングス情報は、Genericパケットのペイロードの
長さに設定される。一方、ヘッダモードとして、"1"が設定された場合、それに続いて、1
1ビットのレングス情報（Length（LSB））と、5ビットのレングス情報（Length（MSB））
との合計16ビットのレングス情報が配置され、さらに、3ビットのリザーブド領域（Res）
が設けられる。
【００８７】
　ヘッダモードとして"0"が設定された場合、レングス情報（Length（LSB））は、11ビッ
トであり、その11ビットのレングス情報によって、Genericパケットのペイロードの長さ
として、0～2047（=211-1）バイトの範囲の値を表すことができる。しかしながら、11ビ
ットのレングス情報では、2048バイト以上のペイロードの長さを表すことができない。そ
こで、ペイロードに、2048バイト以上のデータが配置される場合には、ヘッダモードとし
て"1"が設定される。この場合、Genericヘッダの領域として1バイト（8ビット）が追加さ
れ、レングス情報が、16ビットとなる。この16ビットのレングス情報によって、2048バイ
ト以上のペイロードの長さを表すことができる。
【００８８】
　Genericパケットにおいては、以上のように構成されるGenericヘッダに続いて、ペイロ
ードが配置される。ここでは、Genericヘッダのタイプ情報として、"100"が設定されてい
るため、ペイロードには、時刻情報を含むシグナリング情報が配置される。
【００８９】
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　図７は、図６のGenericパケットのタイプ情報を説明する図である。
【００９０】
　GenericパケットのペイロードにIPv4のIPパケットが配置される場合、タイプ情報には
、"000"が設定される。また、ペイロードに、圧縮されたIPパケットが配置される場合、
タイプ情報には、"001"が設定される。さらに、ペイロードに、MPEG2-TS方式のTSパケッ
トが配置される場合、タイプ情報には、"010"が設定される。
【００９１】
　また、ペイロードに、時刻情報等のシグナリング情報が配置される場合には、タイプ情
報には、"100"が設定される。なお、図７において、"011"，"101"，"110"の3値のタイプ
情報は、未定義（Reserved）となっている。また、3値の未定義（Reserved）だけでは、
タイプ情報の拡張に不足が生じる場合には、タイプ情報に、"111"を設定することで、タ
イプ情報（の領域）を、さらに拡張することができる。
【００９２】
　＜時刻情報をペイロードに配置する場合の第２の配置例＞
【００９３】
　図８は、時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭に配置する場合の第２の配置
例を説明する図である。
【００９４】
　第２の配置例では、時刻情報は、物理層フレームのペイロードの先頭としての、物理層
フレームのペイロードの先頭のBBフレームの先頭のGenericパケットのヘッダに配置され
る。
【００９５】
　図８は、Genericパケットの構成例を示している。
【００９６】
　図６で説明したように、Genericパケットにおいて、Genericヘッダの先頭の3ビットの
タイプ情報（Type）には、Genericパケットのペイロードに配置されるデータのタイプに
関するタイプ情報が設定される。
【００９７】
　第２の配置例では、Genericヘッダにおいて、3ビットのタイプ情報には、"000"，"001"
，又は"010"が設定される。
【００９８】
　図７で説明したように、タイプ情報として、"000"が設定された場合、ペイロードには
、IPv4のIPパケットが配置され、"001"が設定された場合、ペイロードには、圧縮されたI
Pパケットが配置される。また、タイプ情報として、"010"が設定された場合、ペイロード
には、TSパケットが配置される。
【００９９】
　Genericヘッダにおいて、"000"，"001"，又は"010"が設定されたタイプ情報の次には、
1ビットのパケット設定情報PC(Packet Configuration)が配置される。パケット設定情報P
Cとして、"0"が設定された場合、Genericヘッダはノーマルモード（Normal mode）となっ
て、その次に配置されるヘッダモード（HM）に応じて、11ビットのレングス情報（Length
）、又は、16ビットのレングス情報及び3ビットのリザーブド領域（Res）が配置される。
そして、Genericヘッダに続くペイロードには、Genericヘッダのタイプ情報に応じて、IP
v4のIPパケット、圧縮されたIPパケット、又はTSパケットが配置される。
【０１００】
　一方、パケット設定情報PCとして、"1"が設定された場合には、Genericヘッダはシグナ
リングモード（Signaling mode）となって、その次に配置されるヘッダモード（HM）に応
じて、レングス情報（Length）が配置される。すなわち、ヘッダモードとして、"0"が設
定された場合、それに続いて、11ビットのレングス情報（Length（LSB））が配置される
。さらに、Genericヘッダが拡張されて、レングス情報の次に、時刻情報を含むシグナリ
ング情報（Signaling）が配置される。
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【０１０１】
　また、パケット設定情報PCとして"1"が設定された場合に、ヘッダモード（HM）として"
1"が設定されているときには、ヘッダモードに続いて、16ビットのレングス情報（Length
）と3ビットのリザーブド領域（Res）が配置される。さらに、Genericヘッダが拡張され
て、リザーブド領域（Res）の次に、時刻情報を含むシグナリング情報（Signaling）が配
置される。
【０１０２】
　以上のシグナリング情報までを、Genericヘッダ（拡張ヘッダ）として、その後に、ペ
イロードが配置される。ペイロードには、Genericヘッダのタイプ情報に応じて、IPv4や
圧縮されたIPパケット等が配置される。
【０１０３】
　＜時刻情報をペイロードに配置する場合の第３の配置例＞
【０１０４】
　図９は、時刻情報を、物理層フレームのペイロードの先頭に配置する場合の第３の配置
例を説明する図である。
【０１０５】
　第３の配置例では、時刻情報は、物理層フレームのペイロードの先頭としての、物理層
フレームのペイロードの先頭のBBフレームのBBヘッダに配置される。
【０１０６】
　図９は、BBフレームの構成例を示している。
【０１０７】
　図９において、BBフレームは、BBヘッダとペイロード（Payload）から構成される。BB
ヘッダには、1又は2バイトのヘッダ（Header）が配置される。さらに、BBヘッダには、1
又は2バイトのオプショナルフィールド（Optional Field）と、拡張フィールド（Extensi
on Field）とを配置することができる。
【０１０８】
　ヘッダ（Header）の先頭には、1ビットのモード（MODE）が設定される。
【０１０９】
　1ビットのモード（MODE）として、"0"が設定された場合、ヘッダには、モードの後に、
7ビットのポインタ情報（Pointer(LSB)）のみが配置される。なお、ポインタ情報は、BB
フレームのペイロードに配置されるGenericパケットの位置を示すための情報である。例
えば、あるBBフレームの最後に配置されたGenericパケットのデータが、次のBBフレーム
にまたがって配置される場合に、ポインタ情報として、次のBBフレームの先頭に配置され
るGenericパケットの位置情報を設定することができる。
【０１１０】
　また、モード（MODE）として、"1"が設定された場合、ヘッダには、モードの後に、7ビ
ットのポインタ情報（Pointer(LSB)）と、6ビットのポインタ情報（Pointer(MSB)）と、2
ビットのオプショナルフラグ（OPTI：OPTIONAL）とが配置される。オプショナルフラグは
、オプショナルフィールド（Optional Field）と、拡張フィールド（Extension Field）
を配置して、BBヘッダを拡張するかどうかを示す。
【０１１１】
　オプショナルフィールドと拡張フィールドの拡張を行わない場合、オプショナルフラグ
には、"00"が設定される。
【０１１２】
　オプショナルフィールドの拡張のみを行う場合、オプショナルフラグには、"01"又は"1
0"が設定される。なお、オプショナルフラグとして"01"が設定された場合、オプショナル
フィールドには、1バイト(8ビット)のパディングが行われる。また、オプショナルフラグ
として"10"が設定された場合、オプショナルフィールドには、2バイト(16ビット)のパデ
ィングが行われる。
【０１１３】
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　オプショナルフィールドと拡張フィールドの拡張を行う場合、オプショナルフラグには
、"11"が設定される。この場合、オプショナルフィールドの先頭には、3ビットの拡張タ
イプ情報(TYPE(EXT_TYPE))が設定される。この拡張タイプ情報には、拡張タイプ情報の次
に配置される拡張レングス情報（EXT_Length）と拡張フィールドのタイプ（Extension ty
pe）に関する情報が設定される。
【０１１４】
　第３の配置例では、拡張フィールド（拡張ヘッダ）に、時刻情報を含むシグナリング情
報が配置される。
【０１１５】
　すなわち、第３の配置例では、オプショナルフラグ（OPTI）として"11"が設定され、オ
プショナルフィールドと拡張フィールドの拡張が行われる。さらに、オプショナルフィー
ルドの拡張タイプ情報(TYPE(EXT_TYPE))として"011"が設定され、拡張フィールドに、時
刻情報を含むシグナリング情報が配置される。
【０１１６】
　図１０は、図９の拡張タイプ情報(TYPE(EXT_TYPE))を説明する図である。
【０１１７】
　拡張タイプ情報には、その拡張タイプ情報の次に配置される拡張レングス情報（EXT_Le
ngth）と拡張フィールドのタイプ（Extension type）に関する情報が設定される。
【０１１８】
　すなわち、拡張タイプ情報(EXT_TYPE)の後に、拡張レングス情報(EXT_Length)を配置し
、拡張フィールド(Extension Field)に、スタッフィングバイト（Stuffing Bytes）のみ
が配置される場合、拡張タイプ情報には、"000"が設定される。
【０１１９】
　拡張タイプ情報(EXT_TYPE)の後に、拡張レングス情報(EXT_Length)を配置せずに、拡張
フィールド(Extension Field)に、ISSY（Input Stream Synchronizer）が配置される場合
、拡張タイプ情報には、"001"が設定される。
【０１２０】
　拡張タイプ情報(EXT_TYPE)の後に、拡張レングス情報(EXT_Length)を配置し、拡張フィ
ールド(Extension Field)に、ISSYとともに、スタッフィングバイトが配置される場合、
拡張タイプ情報には、"010"が設定される。
【０１２１】
　拡張タイプ情報(EXT_TYPE)の後に、拡張レングス情報(EXT_Length)を配置し、拡張フィ
ールド(Extension Field)に、時刻情報を含むシグナリング情報が配置される場合、拡張
タイプ情報には、"011"が設定される。この場合、スタッフィングバイトを配置するかど
うかは任意である。なお、図１０において、"100"ないし"111"の拡張タイプ情報は、未定
義（Reserved）となっている。
【０１２２】
　以上のように、時刻情報は、物理層フレームのペイロードの先頭に配置することができ
る。
【０１２３】
　＜送信装置１０の構成例＞
【０１２４】
　図１１は、図１の送信装置１０の構成例を示すブロック図である。
【０１２５】
　図１１において、送信装置１０は、時刻情報取得部６１、記述子生成部６２、プリアン
ブル生成部６３、コンポーネント取得部６４、エンコーダ６５、フレーム生成部６６、送
信部６７、及び、アンテナ６８を有する。
【０１２６】
　時刻情報取得部６１は、時刻情報を取得し、記述子生成部６２に供給する。時刻情報の
取得は、以下のようにして行われる。すなわち、BBフレームの構成に必要なパケットが、
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図示せぬスケジューラに到着すると、フレーム生成部６６でのBBフレームが生成されると
きの時刻tから、そのBBフレームを含んで構成される物理層フレームが求められ、その物
理層フレームの第２プリアンブルPreambleの先頭の時刻Tが求められる。そして、時刻Tは
、スケジューラからコントロール信号として、時刻情報取得部６１に供給される。なお、
時刻情報は、SFN同期に用いることができる。
【０１２７】
　記述子生成部６２は、時刻情報取得部６１からの時刻情報を含む時刻情報記述子を生成
し、プリアンブル生成部６３に供給する
【０１２８】
　プリアンブル生成部６３は、記述子生成部６２からの時刻情報記述子を、例えば、第２
プリアンブルPreambleに含めたプリアンブル（第１プリアンブルBS、第２プリアンブルPr
eamble）を生成し、フレーム生成部６６に供給する。
【０１２９】
　コンポーネント取得部６４は、サービス（例えば、番組）を構成するコンポーネントと
しての画像や音声のデータを取得し、エンコーダ６５に供給する。
【０１３０】
　すなわち、コンポーネント取得部６４は、例えば、既に収録されたコンテンツの保管場
所から、放送時間帯に応じて該当するコンテンツを取得し、あるいはスタジオやロケーシ
ョン場所からライブのコンテンツを取得し、そのコンテンツ（のデータ）を、エンコーダ
６５に供給する。
【０１３１】
　エンコーダ６５は、コンポーネント取得部６４から供給される画像や音声のデータを、
所定の符号化方式に従って符号化し、例えば、IPパケットの形で、フレーム生成部６６に
供給する。
【０１３２】
　フレーム生成部６６は、プリアンブル生成部６３からのプリアンブル、及び、エンコー
ダ６４からのIPパケットを適宜用いて、物理層フレームを生成（構成）し、送信部６７に
供給する。
【０１３３】
　すなわち、フレーム生成部６６は、図２で説明したように、エンコーダ６５からのIPパ
ケットを配置したGenericパケットを構成する。さらに、フレーム生成部６６は、Generic
パケットをBBフレームのペイロードに配置したBBフレームを構成する。
【０１３４】
　また、フレーム生成部６６は、BBフレームからFECフレームを構成し、必要な処理を施
して、物理層フレームのペイロードに配置する。
【０１３５】
　そして、フレーム生成部６６は、物理層フレームのペイロードに、プリアンブル生成部
６３からのプリアンブルを付加することで、物理層フレームを構成し、送信部６７に供給
する。
【０１３６】
　送信部６７は、フレーム生成部６６からの物理層フレームのディジタル変調やアップコ
ンバート等の処理を行い、アンテナ６８を介して、ディジタル放送信号として送信する。
【０１３７】
　なお、図１１の送信装置１０において、すべての機能ブロックが、物理的に単一の装置
内に配置される必要はなく、少なくとも一部の機能ブロックが、他の機能ブロックとは物
理的に独立した装置として構成されるようにしてもよい。
【０１３８】
　＜送信処理＞
【０１３９】
　図１２は、図１１の送信装置１０が行う送信処理の例を説明するフローチャートである
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。
【０１４０】
　ステップＳ１１において、時刻情報取得部６１は、時刻情報を取得し、記述子生成部６
２に供給して、処理は、ステップＳ１２に進む。
【０１４１】
　ステップＳ１２では、記述子生成部６２は、時刻情報取得部６１からの時刻情報を必要
に応じて含む時刻情報記述子を生成し、プリアンブル生成部６３に供給して、処理は、ス
テップＳ１３に進む。
【０１４２】
　ステップＳ１３では、プリアンブル生成部６３は、記述子生成部６２からの時刻情報記
述子を、第２プリアンブルPreambleに含めた物理層フレームのプリアンブルを生成し、フ
レーム生成部６６に供給して、処理は、ステップＳ１４に進む。
【０１４３】
　ステップＳ１４では、コンポーネント取得部６４は、サービスを構成するコンポーネン
トとしての画像や音声のデータを取得し、エンコーダ６５に供給する。
【０１４４】
　エンコーダ６５は、コンポーネント取得部６４から供給される画像や音声のデータの符
号化等の処理を行い、IPパケットの形で、フレーム生成部６６に供給して、処理は、ステ
ップＳ１４からステップＳ１５に進む。
【０１４５】
　ステップＳ１５では、フレーム生成部６６は、プリアンブル生成部６３からのプリアン
ブル、及び、エンコーダ６４からのIPパケットを適宜用いて、物理層フレームを生成し、
送信部６７に供給して、処理は、ステップＳ１６に進む。
【０１４６】
　ステップＳ１６では、送信部６７は、フレーム生成部６６からの物理層フレームを、ア
ンテナ６８を介して、ディジタル放送信号として送信する。
【０１４７】
　＜受信装置２０の構成例＞
【０１４８】
　図１３は、図１の受信装置２０の構成例を示すブロック図である。
【０１４９】
　図１３において、受信装置２０は、アンテナ７１、チューナ７２、復調部７３、処理部
７４、表示部７５、及び、スピーカ７６から構成される。
【０１５０】
　アンテナ７１は、送信装置１０からのディジタル放送信号を受信し、チューナ７２に供
給する。
【０１５１】
　チューナ７２は、アンテナ７１からのディジタル放送信号から、所定の周波数チャンネ
ルの成分を選局することで、その周波数チャンネルで送信されてくる物理層フレームを受
信し、復調部７３に供給する。
【０１５２】
　復調部７３は、チューナ７２から供給される物理層フレームの復調処理を行う。
【０１５３】
　すなわち、復調部７３は、物理層フレームのプリアンブル（第１プリアンブルBS、第２
プリアンブルPreamble）を復調し、さらに、そのプリアンブルの復調結果を必要に応じて
用いて、物理層フレームのペイロードを復調する。
【０１５４】
　また、復調部７３は、物理層フレームのペイロードの復調によって得られるFECフレー
ムを復調（復号）する。
【０１５５】
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　そして、復調部７３は、FECフレームの復調の結果得られるBBフレームから、Genericパ
ケットを復調し、そのGenericパケットから、IPパケットを復調して、処理部７４に供給
する。
【０１５６】
　また、復調部７３は、復調処理において、物理層フレームのプリアンブルに含まれる時
刻情報記述子を取得し、処理部７４に供給する。
【０１５７】
　処理部７４は、復調部７３からのIPパケットから番組の画像や音声を復号し、画像を表
示部７５に供給するとともに、音声をスピーカ７６に供給する。
【０１５８】
　また、処理部７４は、時刻情報取得部８１を有する。時刻情報取得部８１は、復調部７
３からの時刻情報記述子から、時刻情報を必要に応じて取得する。処理部７４は、時刻情
報取得部８１が取得した時刻情報を用いて、必要な処理を行う。
【０１５９】
　すなわち、処理部７４（又は復調部７３）は、時刻情報を用いて、例えば、クロックデ
ータリカバリを行い、送信装置１０との同期をとる同期処理等を行う。また、処理部７４
は、時刻情報を用いて、画像や音声等のプレゼンテーションのタイミングを制御するタイ
ミング制御処理等を行う。なお、時刻情報は、その他、例えば、DVB-T.2のSFN同期のよう
な同期等に適用することができる。
【０１６０】
　表示部７５は、処理部７４からの画像を表示する。スピーカ７６は、処理部７４からの
音声を出力する。
【０１６１】
　なお、図１３の受信装置２０においては、表示部７５及びスピーカ７６が内蔵されてい
る構成を説明したが、表示部７５及びスピーカ７６は、外部に設けてもよい。
【０１６２】
　＜受信処理＞
【０１６３】
　図１４は、図１３の受信装置２０が行う受信処理を説明するフローチャートである。
【０１６４】
　ステップＳ２１において、チューナ７２は、アンテナ７１からのディジタル放送信号か
ら、物理層フレームを受信し、復調部７３に供給して、処理は、ステップＳ２２に進む。
【０１６５】
　ステップＳ２２では、復調部７３は、チューナ７２から供給される物理層フレームの復
調処理を行い、その結果得られるIPパケットや、時刻情報記述子を、処理部７４に供給し
て、処理は、ステップＳ２３に進む。
【０１６６】
　ステップＳ２３では、処理部７４の時刻情報取得部８１が、復調部７３からの時刻情報
記述子から、時刻情報を取得し、処理は、ステップＳ２４に進む。ここで、処理部７４で
は、時刻情報取得部８１が取得した時刻情報を用いて、送信装置１０との同期をとる同期
処理等が行われる。
【０１６７】
　ステップＳ２４では、処理部７４は、送信装置１０との同期がとられた状態の下で、復
調部７３からのIPパケットに含まれるコンポーネントを処理する。すなわち、処理部７４
は、復調部７３からのIPパケットから番組の画像や音声を復号し、画像を表示部７５に供
給して表示させるとともに、音声をスピーカ７６に供給して出力させる。
【０１６８】
　以上のように、図１の伝送システムでは、送信装置１０が、物理層フレームのプリアン
ブルに、時刻情報（を含む時刻情報記述子）を含めて送信するので、時刻情報を効率的に
伝送することができる。
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【０１６９】
　さらに、図１の伝送システムでは、受信装置２０が、物理層フレームのプリアンブルに
含まれる（時刻情報記述子に含まれる）時刻情報を用いて、処理を行うので、迅速に処理
を行うことができる。
【０１７０】
　＜PTP＞
【０１７１】
　図１５は、時刻情報として用いることができるPTPで規定される時刻の情報（以下、単
に、PTPともいう）を説明する図である。
【０１７２】
　PTPは、IEEE1588で規定されており、80ビットで構成される。
【０１７３】
　80ビットのPTPは、秒単位の時刻を表す48ビットの秒フィールド(secondsField)と、ナ
ノ秒単位の時刻を表す32ビットのナノ秒フィールド(nanosecondsField)とから構成される
。
【０１７４】
　秒フィールドの1は、1秒を表し、ナノ秒フィールドの1は、1ナノ秒を表す。
【０１７５】
　したがって、例えば、+2.000000001秒を表すPTPでは、秒フィールドは、0x00000000000
2となり、ナノ秒フィールドは、0x00000001となる。なお、0xは、その後に続く値が16進
数であることを表す。
【０１７６】
　ここで、109ナノ秒は、1秒であるため、ナノ秒フィールドは、0ないし109未満の値をと
る。
【０１７７】
　すなわち、ナノ秒フィールドの最大値は、109-1である。109-1は、30ビットで表現する
ことができるので、32ビットのナノ秒フィールドの上位2ビットは、常時0となる。
【０１７８】
　IEEE1588では、PTPが表す時刻の起点であるエポック(epoch)が、国際原子時(TAI( Inte
rnational Atomic Time)の1970年1月1日の0時であることが規定されている。すなわち、I
EEE1588のPTPは、TAIの1970年1月1日の0時をエポックとする時刻を表す。
【０１７９】
　図４で説明したように、PTPを、物理層フレームに含める時刻情報として採用した場合
には、正確な時刻情報を伝送し、受信装置１０で正確な時刻を再生することができ、リー
プ秒の問題の発生を防止することができる。
【０１８０】
　ところで、PTPによれば、極めて正確な時刻を表現することができるが、図１の伝送シ
ステムで放送を行う場合に、その放送に必要以上の精度の時刻情報を伝送することは、伝
送帯域を圧迫し、効率的でない。
【０１８１】
　80ビットのPTPは、放送によるサービスの提供にとって、十分過ぎる精度の時刻情報で
あり、PTPの情報量を、ある程度低下させても、放送によるサービスの提供を十分維持す
ることができる。
【０１８２】
　そこで、図１の伝送システムでは、時刻情報としてのPTPを、その情報量を低下させて
伝送することができる。
【０１８３】
　PTPの情報量を低下させる方法としては、例えば、PTPの伝送頻度を低下させる方法や、
PTPを圧縮する方法がある。
【０１８４】
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　ここで、時刻情報は、図５ないし図１０で説明したように、物理層フレームのプリアン
ブルではなく、ペイロードに含めることができるが、以下では、時刻情報を、物理層フレ
ームのプリアンブルに含める場合を例として、説明を行う。
【０１８５】
　＜PTPの伝送頻度を低下させる方法＞
【０１８６】
　図１６は、PTPの伝送頻度を低下させる方法の例を説明する図である。
【０１８７】
　時刻情報としてのPTPは、すべての物理層フレームに含めることができるが、受信装置
２０において、送信装置１０との同期を、必要とされる精度でとるのに、すべての物理層
フレーム（の第２プリアンブルPreamble）に、PTPを含める必要がない場合がある。
【０１８８】
　そこで、PTPは、すべての物理層フレームに含めるのではなく、一部の物理層フレーム
だけに含めることができ、これにより、PTPの伝送頻度を低下させることができる。
【０１８９】
　図１６では、4フレームの物理層フレームごとに、その4フレームの物理層フレームのう
ちの先頭の物理層フレーム（の第２プリアンブルPreamble）にだけ、時刻情報としてのPT
Pが挿入されて伝送されている。
【０１９０】
　この場合、送信装置１０から受信装置２０に伝送するPTPの情報量を、約1/4に低下させ
、PTPを、効率的に伝送することができる。
【０１９１】
　＜PTPを圧縮する方法＞
【０１９２】
　図１７は、PTPを圧縮する方法の例を説明する図である。
【０１９３】
　PTPの48ビットの秒フィールドによれば、約892万年の広範囲な時刻を表現することがで
きるが、放送については、そこまで広範囲な時刻は、必要とされない。
【０１９４】
　ここで、例えば、米国では、アナログ放送は、約80年で第1世代ディジタル放送方式(AT
SC)に切り替えられた。また、第1世代ディジタル放送方式(ATSC)は、放送開始から約30年
程度で第2世代ディジタル放送方式(ATSC3.0)に置き換わる見込みである。
【０１９５】
　かかる現状に鑑みて、図１の伝送システムによる放送が、例えば、2016年から90年間程
度使用されると仮定した場合、物理層フレームに含められる時刻情報としては、2106年程
度までの時刻をカウントすることができれば、十分である。
【０１９６】
　PTPのエポックとして、IEEE1588に規定されているエポック（以下、標準エポックとも
いう）は、1970年（1月1日の0時）であるので、2106年までの時刻をカウントするには、1
36=2106-1970年間の時刻をカウントすることができれば良い。
【０１９７】
　136年間の秒数は、32ビットでカウントすることができるので、2106年までの時刻を、P
TPでカウントする場合には、秒フィールドは、32ビットで十分である。
【０１９８】
　また、PTPのエポックとして、標準エポックではなく、独自に決定したエポック（以下
、独自エポックともいう）を採用した場合には、秒フィールドとしては、さらに、少ない
ビット数を採用し得る。
【０１９９】
　すなわち、例えば、31ビットで、秒をカウントする場合には、約68年間の秒数をカウン
トすることができる。いま、独自エポックとして、例えば、2016年を用いることとすると
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、秒フィールドとして、31ビットを採用した場合には、2084=2016+68年までの時刻をカウ
ントすることができる。
【０２００】
　したがって、図１の伝送システムによる放送が、例えば、2016年から、2080年程度まで
使用されると仮定した場合には、2016年（1月1日）を、独自エポックとして用いることに
より、秒フィールドとしては、31ビットを採用することができる。
【０２０１】
　ここで、以上をまとめると、以下のようになる。
【０２０２】
　すなわち、秒フィールドとして、32ビットを採用した場合には、約136年間の秒数をカ
ウントすることができる。かかる秒フィールドによれば、標準エポックを採用した場合に
は、2106(=1970+136)年までの時刻をカウントすることができ、2016年を独自エポックと
して採用した場合には、2152(=2016+136)年までの時刻をカウントすることができる。
【０２０３】
　また、秒フィールドとして、31ビットを採用した場合には、約68年間の秒数をカウント
することができる。かかる秒フィールドによれば、標準エポックを採用した場合には、20
38(=1970+68)年までの時刻をカウントすることができ、2016年を独自エポックとして採用
した場合には、2084(=2016+68)年までの時刻をカウントすることができる。
【０２０４】
　以上から、図１の伝送システムによる放送が行われる期間として、どの程度の期間を見
積もるかによるが、秒フィールドは、例えば、31ビットや32ビット程度で、十分であると
予想される。
【０２０５】
　一方、PTPのナノ秒フィールドは、ナノ秒単位の時刻を表すので、最高で、1GHz（の周
波数）のクロックをカウントすることができるが、放送については、そこまで高速なクロ
ック（のカウント）は、必要とされない。
【０２０６】
　ここで、32ビットのナノ秒フィールドによれば、1GHzのクロックをカウントすることが
できる。すなわち、32ビットのナノ秒フィールドによれば、1GHzのクロックに同期して、
1ns(=1/(1GHz))に対応する20ずつ値を増加しながら、0x0ないし0x3b9ac9ff(=109-1)の値
が繰り返しカウントされる。
【０２０７】
　また、例えば、32ビットのナノ秒フィールドの下位5ビットを削除した27ビットのナノ
秒フィールドによれば、32.25MHz=1GHz/25のクロックをカウントすることができる。すな
わち、27ビットのナノ秒フィールドによれば、32ビット換算では、32.25MHzのクロックに
同期して、25ns(=1/(32.25MHz))に対応する25ずつ値を増加しながら、0x0ないし0x3b9ac9
e0(=109-25)の値が繰り返しカウントされる。
【０２０８】
　さらに、例えば、32ビットのナノ秒フィールドの下位13ビットを削除した19ビットのナ
ノ秒フィールドによれば、122.0...kHz=1GHz/213のクロックをカウントすることができる
。すなわち、19ビットのナノ秒フィールドによれば、32ビット換算では、122.0...kHzの
クロックに同期して、213ns(=1/(122.0...kHz))に対応する213ずつ値を増加しながら、0x
0ないし0x3b9aa000(=109-213)の値が繰り返しカウントされる。
【０２０９】
　放送では、一般に、90kHzや27MHz程度のクロックが採用される。
【０２１０】
　32.25MHzのクロックをカウントすることができる27ビットのナノ秒フィールドによれば
、27MHzのクロックの精度を確保することができる。122.0...kHzのクロックをカウントす
ることができる19ビットのナノ秒フィールドによれば、90kHzのクロックの精度を確保す
ることができる。
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【０２１１】
　したがって、90kHzや27MHz程度のクロックを採用する放送では、ナノ秒フィールドを、
例えば、その下位5ビットや13ビットを削除して、27ビットや19ビットとしても、十分な
精度を確保することができる。
【０２１２】
　なお、図１５で説明したように、ナノ秒フィールドの上位2ビットは、常時0であるため
、下位5ビットや下位13ビットを削除した27ビットや19ビットのナノ秒フィールドについ
ては、さらに、上位2ビットを削除し、25ビットや17ビットのナノ秒フィールドとするこ
とができる。
【０２１３】
　図１７は、秒フィールドを、32ビットに圧縮するとともに、ナノ秒フィールドを19ビッ
トに圧縮する場合の、PTPの圧縮の例を示している。
【０２１４】
　送信装置１０（図１１）においては、時刻情報取得部６１から記述子生成部６２に、48
ビットの秒フィールドと、32ビットのナノ秒フィールドとで構成される80ビットのPTPが
供給される。
【０２１５】
　記述子生成部６２は、48ビットの秒フィールドの、例えば、上位16ビットを削除するこ
とにより、48ビットの秒フィールドを、32ビットの秒フィールド（以下、圧縮秒フィール
ドともいう）に圧縮する。
【０２１６】
　さらに、記述子生成部６２は、32ビットのナノ秒フィールドの、例えば、下位13ビット
を削除することにより、32ビットのナノ秒フィールドを、19ビットのナノ秒フィールド（
以下、圧縮ナノ秒フィールドともいう）に圧縮する。
【０２１７】
　そして、記述子生成部６２は、32ビットの圧縮秒フィールドと、19ビットの圧縮ナノ秒
フィールドとに圧縮された51ビットのPTP（以下、圧縮PTPともいう）を、時刻情報記述子
に含め、プリアンブル生成部６３（図１１）に供給する。
【０２１８】
　以上のように、PTPを圧縮する方法では、PTPの秒フィールド及びナノ秒フィールドそれ
ぞれの一部のビットが削除されることにより、PTPが、いわば中間フォーマットの圧縮PTP
（圧縮時刻情報）に圧縮されて伝送される。
【０２１９】
　受信装置２０（図１３）では、時刻情報取得部８１が、時刻情報記述子に含まれる圧縮
PTPを取得し、その圧縮PTPを、IEEE1588に規定するフォーマットのPTPに復元する。
【０２２０】
　すなわち、時刻情報取得部８１は、圧縮PTPの32ビットの圧縮秒フィールドの上位ビッ
トとして、16ビットの0を付加（追加）することで、32ビットの圧縮秒フィールドを、48
ビットの秒フィールドに復元する。
【０２２１】
　さらに、時刻情報取得部８１は、圧縮PTPの19ビットの圧縮ナノ秒フィールドの下位ビ
ットとして、13ビットの0を付加することで、19ビットの圧縮ナノ秒フィールドを、32ビ
ットのナノ秒フィールドに復元する。
【０２２２】
　そして、時刻情報取得部８１は、48ビットの秒フィールドと、32ビットのナノ秒フィー
ルドとで構成される、IEEE1588に規定するフォーマットのPTPに復元する。
【０２２３】
　なお、記述子生成部６２では、32ビットのナノ秒フィールドの、下位13ビットを削除す
るとともに、上述したように、常時0になっている上位2ビットを削除し、32ビットのナノ
秒フィールドを、17ビットの圧縮ナノ秒フィールドに圧縮することができる。
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【０２２４】
　この場合、時刻情報取得部８１では、17ビットの圧縮ナノ秒フィールドの下位ビットと
して、13ビットの0を付加するとともに、上位ビットとして、2ビットの0を付加すること
で、17ビットの圧縮ナノ秒フィールドが、32ビットのナノ秒フィールドに復元される。
【０２２５】
　また、PTPのエポックとして、標準エポックではなく、独自エポックを採用する場合に
は、記述子生成部６２は、標準エポックと独自エポックとの差分（独自エポック－標準エ
ポック）に対応する時間（以下、差分時間ともいう）を、PTPから減算してから、その減
算後のPTPを、圧縮PTPに圧縮する。
【０２２６】
　さらに、この場合、時刻情報取得部８１は、圧縮秒フィールド及び圧縮ナノ秒フィール
ドを、秒フィールド及びナノ秒フィールドに復元した後に、その復元後の秒フィールド及
びナノ秒フィールドに、差分時間を加算することで、IEEE1588に規定するフォーマットの
PTP（標準エポックのPTP）を復元する。
【０２２７】
　＜圧縮モード＞
【０２２８】
　図１８は、PTPを圧縮する圧縮モードの例を示す図である。
【０２２９】
　図１８では、圧縮モードは、4ビットで表され、モード0ないし15の16種類の圧縮モード
を定義することができる。
【０２３０】
　なお、図１８では、モード3及び7ないし15は、未定義(Reserved)になっており、実質的
には、6種類の圧縮モードが定義されている。
【０２３１】
　モード0では、PTPは、圧縮されず、48ビットの秒フィールドと、32ビットのナノ秒フィ
ールドとで構成されるPTPが用いられる。また、モード0では、PTPのエポックとして、標
準エポックが用いられる。
【０２３２】
　モード1では、48ビットの秒フィールドが、上位16ビットを削除することにより、32ビ
ットの秒フィールドに圧縮されるとともに、32ビットのナノ秒フィールドが、下位13ビッ
トを削除することにより、19ビットのナノ秒フィールドに圧縮される。また、モード1で
は、PTPのエポックとして、標準エポックが用いられる。
【０２３３】
　モード2では、48ビットの秒フィールドが、上位16ビットを削除することにより、32ビ
ットの秒フィールドに圧縮されるとともに、32ビットのナノ秒フィールドが、下位5ビッ
トを削除することにより、27ビットのナノ秒フィールドに圧縮される。また、モード2で
は、PTPのエポックとして、標準エポックが用いられる。
【０２３４】
　モード4では、PTPは、圧縮されず、48ビットの秒フィールドと、32ビットのナノ秒フィ
ールドとで構成されるPTPが用いられる。また、モード4では、PTPのエポックとして、独
自エポックが用いられる。
【０２３５】
　モード5では、48ビットの秒フィールドが、上位17ビットを削除することにより、31ビ
ットの秒フィールドに圧縮されるとともに、32ビットのナノ秒フィールドが、下位13ビッ
トを削除することにより、19ビットのナノ秒フィールドに圧縮される。また、モード5で
は、PTPのエポックとして、独自エポックが用いられる。
【０２３６】
　モード6では、48ビットの秒フィールドが、上位17ビットを削除することにより、31ビ
ットの秒フィールドに圧縮されるとともに、32ビットのナノ秒フィールドが、下位5ビッ
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トを削除することにより、27ビットのナノ秒フィールドに圧縮される。また、モード6で
は、PTPのエポックとして、独自エポックが用いられる。
【０２３７】
　圧縮モードは、例えば、送信装置１０側において、秒フィールド及びナノ秒フィールド
について、放送に必要なビット数を見積もって決定される。
【０２３８】
　なお、図１７で説明したように、ナノ秒フィールドについては、下位ビットの他、上位
2ビットを削除して、圧縮することができる。
【０２３９】
　ナノ秒フィールドの、下位ビット及び上位2ビットを削除する圧縮モードは、図１８に
おいて、未定義になっているモードのいずれかに割り当てることができる。
【０２４０】
　＜時刻情報記述子のシンタクス＞
【０２４１】
　図１９は、時刻情報記述子のシンタクスの第１の例を示す図である。
【０２４２】
　図１９においてtime_info_flagは、時刻情報としてのPTP（圧縮PTP）の有無を表す時刻
情報フラグであり、値0は、PTPが存在することを表し、値1は、PTPが存在しないことを表
す。
【０２４３】
　本実施の形態では、time_info_flagとして、1ビットのフラグを採用するが、time_info
_flagには、2ビット以上を割り当てることができる。
【０２４４】
　time_info_flagが、0である場合、時刻情報記述子には、PTPが含まれず、time_info_fl
agが、1である場合、時刻情報記述子には、PTPが含まれる。
【０２４５】
　例えば、図１６に示したように、4フレームの物理層フレームごとに、その4フレームの
物理層フレームのうちの先頭の物理層フレームにだけ、時刻情報としてのPTPを挿入する
場合には、その先頭の物理層フレームに含める時刻情報記述子のtime_info_flagが1にさ
れ、残りの3フレームの物理層フレームに含める時刻情報記述子のtime_info_flagが0にさ
れる。
【０２４６】
　図１９において、PTP_seconsFieldは、PTPの秒フィールドを表し、PTP_nanosecondsFie
ldは、PTPのナノ秒フィールドを表す。
【０２４７】
　図１９では、圧縮モード（図１８）がモード1の圧縮PTPが採用されており、そのため、
PTP_seconsFieldが、32ビットになっており、PTP_nanosecondsFieldが、19ビットになっ
ている。
【０２４８】
　図１９のシンタクスは、圧縮モードを、モード1等の所定のモードに固定する場合に使
用される。
【０２４９】
　なお、圧縮モードは、モード1以外のモードに固定することができる。圧縮モードを、
どのモードに固定するかは、例えば、放送規格で規定することができる。
【０２５０】
　図２０は、時刻情報記述子のシンタクスの第２の例を示す図である。
【０２５１】
　図２０において、time_info_flagは、図１９で説明した時刻情報フラグである。
【０２５２】
　図２０では、time_info_flagが、0である場合、時刻情報記述子には、圧縮モード及びP
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TPが含まれず、time_info_flagが、1である場合、時刻情報記述子には、圧縮モード及びP
TPが含まれる。
【０２５３】
　図２０において、modeは、圧縮モードを表す。
【０２５４】
　modeが0又は4である場合、時刻情報記述子には、図１８で説明したように、48ビットの
秒フィールド（PTP_secondsField)と、32ビットのナノ秒フィールド(PTP_nanosecondsFie
ld)とで構成されるPTPが含まれる。
【０２５５】
　modeが1である場合、時刻情報記述子には、図１８で説明したように、32ビットの圧縮
秒フィールド（PTP_secondsField)と、19ビットの圧縮ナノ秒フィールド(PTP_nanosecond
sField)とで構成される圧縮PTPが含まれる。
【０２５６】
　modeが2である場合、時刻情報記述子には、図１８で説明したように、32ビットの圧縮
秒フィールド（PTP_secondsField)と、27ビットの圧縮ナノ秒フィールド(PTP_nanosecond
sField)とで構成される圧縮PTPが含まれる。
【０２５７】
　modeが5である場合、時刻情報記述子には、図１８で説明したように、31ビットの圧縮
秒フィールド（PTP_secondsField)と、19ビットの圧縮ナノ秒フィールド(PTP_nanosecond
sField)とで構成される圧縮PTPが含まれる。
【０２５８】
　modeが6である場合、時刻情報記述子には、図１８で説明したように、31ビットの圧縮
秒フィールド（PTP_secondsField)と、27ビットの圧縮ナノ秒フィールド(PTP_nanosecond
sField)とで構成される圧縮PTPが含まれる。
【０２５９】
　図２０のシンタクスは、圧縮モードを必要に応じて選択可能とする場合に使用される。
【０２６０】
　なお、図１９及び図２０の時刻情報記述子は、時刻情報フラグであるtime_info_flagを
含めずに構成することができる。
【０２６１】
　時刻情報記述子に、time_info_flagが含まれない場合、時刻情報としての（圧縮）PTP
は、すべての物理層フレームで伝送される。
【０２６２】
　ここで、以上のように、PTPの伝送頻度を低下させる方法や、PTPを圧縮する方法は、時
刻情報として、PTP以外の、NTPで規定されている時刻の情報や、3GPPで規定されている時
刻の情報、GPS情報に含まれる時刻の情報、その他独自に決定された形式の時刻の情報等
の任意の時刻の情報にも適用することができる。
【０２６３】
　なお、以上においては、図１の伝送システムにおいて、IPパケットを伝送することとし
たが、IPパケット以外の、例えば、TSパケット等を伝送することができる。
【０２６４】
　また、図１の伝送システムは、例えば、ATSC3.0や、DVB，ISDB等の任意のデータ伝送に
適用することができる。
【０２６５】
　＜DVB-T.2の物理層フレーム＞
【０２６６】
　図２１は、DVB-T.2の物理層フレームであるT2フレーム(T2frame)の構成を示す図である
。
【０２６７】
　T2フレームは、プリアンブルとしてのP1及びP2と、ペイロードとしてのデータシンボル
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(Data Symbols)とを有する。
【０２６８】
　P1は、P1 signalingを有し、P2は、L1-pre signaling及びL1-post signalingを有する
。
【０２６９】
　L1-post signalingは、Configurable, Dynamic, Extension, CRC, L1 paddingを有する
。
【０２７０】
　時刻情報記述子は、以上のようなT2フレームのプリアンブル（のうちの、例えば、P2）
に含めることができる。
【０２７１】
　＜本技術を適用したコンピュータの説明＞
【０２７２】
　次に、送信装置１０や受信装置２０の一連の処理は、ハードウェアにより行うこともで
きるし、ソフトウェアにより行うこともできる。一連の処理をソフトウェアによって行う
場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされ
る。
【０２７３】
　図２２は、上述した一連の処理を実行するプログラムがインストールされるコンピュー
タの一実施の形態の構成例を示すブロック図である。
【０２７４】
　プログラムは、コンピュータに内蔵されている記録媒体としてのハードディスク１０５
やROM１０３に予め記録しておくことができる。
【０２７５】
　あるいはまた、プログラムは、リムーバブル記録媒体１１１に格納（記録）しておくこ
とができる。このようなリムーバブル記録媒体１１１は、いわゆるパッケージソフトウエ
アとして提供することができる。ここで、リムーバブル記録媒体１１１としては、例えば
、フレキシブルディスク、CD-ROM(Compact Disc Read Only Memory)，MO(Magneto Optica
l)ディスク，DVD(Digital Versatile Disc)、磁気ディスク、半導体メモリ等がある。
【０２７６】
　なお、プログラムは、上述したようなリムーバブル記録媒体１１１からコンピュータに
インストールする他、通信網や放送網を介して、コンピュータにダウンロードし、内蔵す
るハードディスク１０５にインストールすることができる。すなわち、プログラムは、例
えば、ダウンロードサイトから、ディジタル衛星放送用の人工衛星を介して、コンピュー
タに無線で転送したり、LAN(Local Area Network)、インターネットといったネットワー
クを介して、コンピュータに有線で転送することができる。
【０２７７】
　コンピュータは、CPU(Central Processing Unit)１０２を内蔵しており、CPU１０２に
は、バス１０１を介して、入出力インタフェース１１０が接続されている。
【０２７８】
　CPU１０２は、入出力インタフェース１１０を介して、ユーザによって、入力部１０７
が操作等されることにより指令が入力されると、それに従って、ROM(Read Only Memory)
１０３に格納されているプログラムを実行する。あるいは、CPU１０２は、ハードディス
ク１０５に格納されたプログラムを、RAM(Random Access Memory)１０４にロードして実
行する。
【０２７９】
　これにより、CPU１０２は、上述したフローチャートにしたがった処理、あるいは上述
したブロック図の構成により行われる処理を行う。そして、CPU１０２は、その処理結果
を、必要に応じて、例えば、入出力インタフェース１１０を介して、出力部１０６から出
力、あるいは、通信部１０８から送信、さらには、ハードディスク１０５に記録等させる
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。
【０２８０】
　なお、入力部１０７は、キーボードや、マウス、マイク等で構成される。また、出力部
１０６は、LCD(Liquid Crystal Display)やスピーカ等で構成される。
【０２８１】
　ここで、本明細書において、コンピュータがプログラムに従って行う処理は、必ずしも
フローチャートとして記載された順序に沿って時系列に行われる必要はない。すなわち、
コンピュータがプログラムに従って行う処理は、並列的あるいは個別に実行される処理（
例えば、並列処理あるいはオブジェクトによる処理）も含む。
【０２８２】
　また、プログラムは、１のコンピュータ（プロセッサ）により処理されるものであって
も良いし、複数のコンピュータによって分散処理されるものであっても良い。さらに、プ
ログラムは、遠方のコンピュータに転送されて実行されるものであっても良い。
【０２８３】
　さらに、本明細書において、システムとは、複数の構成要素（装置、モジュール（部品
）等）の集合を意味し、すべての構成要素が同一筐体中にあるか否かは問わない。したが
って、別個の筐体に収納され、ネットワークを介して接続されている複数の装置、及び、
１つの筐体の中に複数のモジュールが収納されている１つの装置は、いずれも、システム
である。
【０２８４】
　なお、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【０２８５】
　例えば、本技術は、１つの機能をネットワークを介して複数の装置で分担、共同して処
理するクラウドコンピューティングの構成をとることができる。
【０２８６】
　また、上述のフローチャートで説明した各ステップは、１つの装置で実行する他、複数
の装置で分担して実行することができる。
【０２８７】
　さらに、１つのステップに複数の処理が含まれる場合には、その１つのステップに含ま
れる複数の処理は、１つの装置で実行する他、複数の装置で分担して実行することができ
る。
【０２８８】
　また、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定されるものではなく、他
の効果があってもよい。
【０２８９】
　なお、本技術は、以下のような構成をとることができる。
【０２９０】
　＜１＞
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを生成する生成部と、
　前記物理層フレームを送信する送信部と
　を備える送信装置。
　＜２＞
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報を圧縮した圧縮時刻情報を含む
　＜１＞に記載の送信装置。
　＜３＞
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　前記時刻情報の1ビット以上の下位ビットを削除することにより、前記時刻情報を、前
記圧縮時刻情報に圧縮する
　＜２＞に記載の送信装置。
　＜４＞
　前記時刻情報の1ビット以上の、値が0の上位ビットを削除することにより、前記時刻情
報を、前記圧縮時刻情報に圧縮する
　＜２＞又は＜３＞に記載の送信装置。
　＜５＞
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報の圧縮モードをさらに含む
　＜２＞ないし＜４＞のいずれかに記載の送信装置。
　＜６＞
　前記プリアンブルは、第１プリアンブルと、前記第１プリアンブルに続く第２プリアン
ブルとを有し、
　前記時刻情報記述子は、前記第２プリアンブルに含まれ、
　前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報は、前記第２プリアンブルの先頭の位置の時刻
を表す
　＜１＞ないし＜５＞のいずれかに記載の送信装置。
　＜７＞
　前記時刻情報は、
　NTP(Network Time Protocol)で規定される時刻の情報、
　3GPP(Third Generation Partnership Project)で規定される時刻の情報、
　又は、PTP(Precise Time Protocol)で規定される時刻の情報である
　＜２＞ないし＜６＞のいずれかに記載の送信装置。
　＜８＞
　前記PTPで規定される時刻の情報を構成する48ビットの秒フィールド、及び、32ビット
のナノ秒フィールドのうちの前記秒フィールドの1ビット以上の上位ビットを削除すると
ともに、前記ナノ秒フィールドの1ビット以上の下位ビットを削除することにより、前記
時刻情報を、前記圧縮時刻情報に圧縮する
　＜７＞に記載の送信装置。
　＜９＞
　前記ナノ秒フィールドの上位2ビットを、さらに削除することにより、前記時刻情報を
、前記圧縮時刻情報に圧縮する
　＜８＞に記載の送信装置。
　＜１０＞
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを生成することと、
　前記物理層フレームを送信することと
　を含む送信方法。
　＜１１＞
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを受信する受信部と、
　前記物理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報
を用いて、処理を行う処理部と
　を備える受信装置。
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　＜１２＞
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報を圧縮した圧縮時刻情報を含む
　＜１１＞に記載の受信装置。
　＜１３＞
　前記圧縮時刻情報は、前記時刻情報の1ビット以上の下位ビットを削除することにより
圧縮されている
　＜１２＞に記載の受信装置。
　＜１４＞
　前記圧縮時刻情報は、前記時刻情報の1ビット以上の、値が0の上位ビットを削除するこ
とにより圧縮されている
　＜１２＞又は＜１３＞に記載の受信装置。
　＜１５＞
　前記時刻情報記述子は、前記時刻情報の圧縮モードをさらに含む
　＜１２＞ないし＜１４＞のいずれかに記載の受信装置。
　＜１６＞
　前記プリアンブルは、第１プリアンブルと、前記第１プリアンブルに続く第２プリアン
ブルとを有し、
　前記時刻情報記述子は、前記第２プリアンブルに含まれ、
　前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報は、前記第２プリアンブルの先頭の位置の時刻
を表す
　＜１１＞ないし＜１５＞のいずれかに記載の受信装置。
　＜１７＞
　前記時刻情報は、
　NTP(Network Time Protocol)で規定される時刻の情報、
　3GPP(Third Generation Partnership Project)で規定される時刻の情報、
　又は、PTP(Precise Time Protocol)で規定される時刻の情報である
　＜１２＞ないし＜１６＞のいずれかに記載の受信装置。
　＜１８＞
　前記圧縮時刻情報は、前記PTPで規定される時刻の情報を構成する48ビットの秒フィー
ルド、及び、32ビットのナノ秒フィールドのうちの前記秒フィールドの1ビット以上の上
位ビットを削除するとともに、前記ナノ秒フィールドの1ビット以上の下位ビットを削除
することにより圧縮されている
　＜１７＞に記載の受信装置。
　＜１９＞
　前記圧縮時刻情報は、前記ナノ秒フィールドの上位2ビットを、さらに削除することに
より圧縮されている
　＜１８＞に記載の受信装置。
　＜２０＞
　　プリアンブルとペイロードとを有する物理層フレームのストリームにおける所定の位
置の時刻を表す時刻情報の有無を表す時刻情報フラグを含み、
　　前記時刻情報フラグが、前記時刻情報があることを表す場合に、前記時刻情報を、さ
らに含む
　時刻情報記述子を、前記プリアンブルに含む前記物理層フレームを受信することと、
　前記物理層フレームのプリアンブルに含まれる前記時刻情報記述子に含まれる時刻情報
を用いて、処理を行うことと
　を含む受信方法。
【符号の説明】
【０２９１】
　１０　送信装置，　２０　受信装置，　３０　伝送路，　６１　時刻情報取得部，　６
２　記述子生成部，　６３　プリアンブル生成部，　６４　コンポーネント取得部，　６
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５　エンコーダ，　６６　フレーム生成部，　６７　送信部，　６８，７１　アンテナ，
　７２　チューナ，　７３　復調部，　７４　処理部，　７５　表示部，　７６　スピー
カ，　８１　時刻情報取得部，　１０１　バス，　１０２　CPU，　１０３　ROM，　１０
４　RAM，　１０５　ハードディスク，　１０６　出力部，　１０７　入力部，　１０８
　通信部，　１０９　ドライブ，　１１０　入出力インタフェース，　１１１　リムーバ
ブル記録媒体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】



(35) JP 2016-225906 A 2016.12.28

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5C164 FA04  GA02  SB07S SB10P TB22S UB00P UB10S
　　　　 　　  5K047 AA18  BB15  CC08 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

